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　肝付町立歴史民俗資料館は、昭和55年に地域の貴重な文
化を後進に伝えるため建てられました。
　設立のきっかけとなったのは、すぐ近くにある日本最南端の
前方後円墳（花牟礼古墳を含む）塚崎古墳群の遺跡群でした。
　考古学的な出土品や地域住民から寄贈された農機や生活用
品などの古民具も同時に収集、展示されています。特に西郷
隆盛が着用したと伝えられている掻

かい

巻
まき

の展示があり、とても興味深い資料館です。

【表紙について】【表紙について】

⃝開館時間：午前９時～午後４時30分まで	 ⃝入場料：無料
⃝休　館　日：毎週月曜日、祝日、12月28日～１月４日
⃝住　　所：肝付町野崎1936	 ⃝電　話：0994-65-0170

（歴史民俗資料館の案内）
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　肝付町議会は、5 月 1 日に臨時会が開催されました。
　町議会議員改選後、初めての議会であるため議長選挙が行われ、有留智哉氏
が議長に選出されました。
　副議長には、木村實馬氏が選出され、その後、各常任委員会と議会運営委員
会の委員の選任が行われました。
　新しい議員 12 名を、４年間の抱負とともにご紹介いたします。
　（期数については、肝付町議としての期数を掲載しています。）

新たな体制で臨みます！

有
あり

留
どめ

　智
とも

哉
や

 議員議　長

見える、伝わる議会を目指し、公平・公正な議
会運営に努め、議会と町のさらなる発展に尽く
します。

木
き

村
むら

　實
じつ

馬
ま

 議員副議長

この度副議長を拝命し、全力で職務に専念して
参ります。
今後ともご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

議席番号：11
（７期目）

議席番号：12
（４期目）
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益
ます

山
やま

 二
じ

郎
ろう

 議員

在任年数 30 年超
え、責務の重さを
痛感します。初心
忘るべからずです。

前
まえ

田
だ

 美
み

春
はる

 議員

地域の声、町民の
皆様の声に応えて
まいります。これ
からも。

進
しん

藤
どう

 鈴
すず

子
こ

 議員

町民の皆様のお声
を大切に、誠実に
議会へ反映させて
まいります。

小
こ

玉
だま

 秀
ひで

行
ゆき

 議員

町民の声を力に、
安心で笑顔あふれ
る町づくりに取り
組みます。

清
し

水
みず

 幸
こう

祐
すけ

 議員

地方行政の仕組み
を活かし、新しい
視点で可能性を広
げていきます。

柳
やなぎ

　一
かず

夫
お

 議員

議員となり、地域
を想い町を考え誠
心 誠 意、 正 直 に
まっすぐ動きます。

𠮷
よし

原
はら

　光
ひかる

 議員

最高の負託を力に
変え、お一人お一
人の幸せへ、ぶれ
ずに尽くす。

前
まえ

原
はら

 和
かず

幸
ゆき

 議員

課題解決に向けた
具体的な条例や政
策の提言を行って
まいります。

中
なか

村
むら

 かよ 議員

地域の絆を大切に
町の未来のために、
今できることを行
動に移していく！

原
はら

口
ぐち

　泉
いずみ

 議員

全身全霊をもって
肝付町、住民の皆
様のために努めて
参ります。

議席番号：１
（１期目）

議席番号：３
（１期目）

議席番号：５
（2 期目）

議席番号：７
（３期目）

議席番号：９
（５期目）

議席番号：２
（１期目）

議席番号：４
（１期目）

議席番号：６
（元職 2 期目）

議席番号：８
（３期目）

議席番号：10
（７期目）
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各
種
委
員
会新しい委員会の構成等をお知らせします。

総務・文教委員会
　下記の課が所管する事務事業の調査や財政の健全化に向けた調査、学校の環境整備等の調
査を行います。また、請願・陳情の審査を行います。

名　称 定数 任期 所  管  等（内容）

総務・文教委員会 6名 2年

総務課、企画調整課、宇宙のまちづくり推進課、デジ
タル推進課、税務課、住民課、会計課、教育委員会、
選挙管理委員会および監査委員の所管に属する事項
ならびに他の委員会の所管に属しない事項

委　員　長	 𠮷原 　光
副委員長	 小玉 秀行
委　　員	 原口　 泉・中村 かよ
	 前田 美春・木村 實馬

　円滑な議会の運営を期すため、会期や議案、請願などの取り扱いに関する議会運営全般に
ついての協議や意見調整が行われます。

名　称 定数 任期 所  管  等（内容）

議会運営委員会 7名 2年 議会運営、町議会委員会条例、会議規則等に関する
事項、議長の諮問に関する事項

議会運営委員会

委　員　長	 益山 二郎
副委員長	 清水 幸祐
委　　員	 原口　 泉・前原 和幸
	 進藤 鈴子・𠮷原 　光
	 木村 實馬
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各
種
委
員
会

産業・福祉委員会
　下記の課が所管する事務に関する調査や請願・陳情の審査を行います。

名　称 定数 任期 所  管  等（内容）

産業・福祉委員会 6名 2年
健康増進課、福祉課、農業振興課、林務水産商工課、
畜産課、建設課、農業委員会、町立病院及び水道課
の所管に属する事項

委　員　長	 進藤 鈴子
副委員長	 益山 二郎
委　　員	 �清水 幸祐・前原 和幸
	 柳　 一夫・有留 智哉

議会広報委員会
　議会の機関紙として、町政・議会活動等をわかりやすく町民にお知らせするため「議会だより」
を年４回発行します。

名　称 定数 任期 所  管  等（内容）

議会広報委員会 6名 2年 議会広報誌の編集及び発行に関すること

委　員　長	 前原 和幸
副委員長	 清水 幸祐
委　　員	 原口　 泉・小玉 秀行
	 中村 かよ・木村 實馬

令和８年９月定例会　会期日程（案）
月 火 水 木 金

1 2	 定例会（初日） 3　決算審査特別委員会 4　決算審査特別委員会
	 決算審査特別委員会

7　決算審査特別委員会 8　決算審査特別委員会 9 10　決算審査特別委員会（予備日） 11　常任委員会
14　常任委員会 15　常任委員会 16 17　定例会（一般質問） 18　定例会（一般質問）
21 22 23 24 25　定例会（最終日）
28 29 30

※日程は都合により変更する場合があります。   
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審
議
内
容
・
議
案
に
対
す
る
可
否
状
況

審議内容・議案に対する可否状況
　令和８年 第２回臨時会及び第２回定例会（令和８年５月１日〜 6 月 19 日）

議案等 件名
賛否の意思表示 議決

月日 議決結果原
口
清
水
中
村
小
玉
前
原
進
藤
𠮷
原
前
田柳

益
山
木
村
有
留

承　認
第２号

肝付町税条例の一部を改正する条例の専決
処分の承認を求めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.5.1

解説 国の税制改正にともなう肝付町税条例の一部改正を行うもの。

承　認
第３号

肝付町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の専決処分の承認を求めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.5.1

解説 国の税制改正にともなう肝付町国民健康保険税条例の一部改正を行うもの。

同　意
第１号

固定資産評価委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.5.1
解説 （固定資産評価委員：敬称略）・谷口ひろみ（税務課長）

同　意
第２号

監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ × ○ ○ ○ − R8.5.1
同意解説 （監査委員：敬称略）・前原和幸（議員）

報　告
第2号

令和７年度肝付町一般会計繰越明許費繰
越計算書の報告 − − − − − − − − − − − − R8.6.5

報告解説 ［主なもの］	⃝�総合振興計画策定業務委託事業費
	 ⃝物価高対応子育て応援手当事業
	 ⃝農地耕作条件改善事業（病害虫対策）
	 ⃝「チームきもつきくらし応援商品券」配付事業

報　告
第3号

債権放棄の報告 − − − − − − − − − − − − R8.6.5
報告解説 ・奨学金：1件分・水道使用料：26件分

同　意
第3〜
18 号

農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.6.5

同意
解説 （農業委員16名：敬称略）
　　　�・横山一郎　　・永野易美　　・内村綾美　・内村香織　　・立迫直美
　　　・黒江幹也　　・上髙原正人　・福田智浩　・上名主辰也　・坂口利邦
　　　・美坂美智子　・大窪輝則　　・山下昭司　・中村悠喜　　・福元 強
　　　・下園政雄

議　案
第 33 号

鹿屋市との間における笠野原地区水利施
設管理強化事業の事務の委託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.6.5

可決解説 �笠野原地区水利施設管理強化事業の実施にあたり、関係する事務の一部を鹿屋市に委
託するもの。

議　案
第 34 号

肝付町学校給食センター炊飯機器増設他
設置工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.6.5

可決
解説 契約金額：6,369万円　相手方：鹿児島アイホー調理機株式会社　

議　案
第 35 号

令和８年度肝付町一般会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.6.5

原案
可決

解説 1,899 万円を追加し、105 億 958 万円とする 
［主なもの］	⃝任期満了後の地域おこし協力隊への起業に対する支援補助金… ……………… 100万円
	 ⃝振興会活動に必要な備品整備に対する事業補助金…………………… 250万円
	 ⃝宮富小学校の教室数を増設するための設計業務委託料… ………………… 95万円
	 ⃝地区公民館の消防用設備の修繕…………………………………………… 46万円 

議　案
第 36 号

令和８年度肝付町特別会計国民健康保険
事業費事業勘定補正予算
（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.6.5
原案
可決解説 850 万円を追加し 20 億 1,451 万円とする

［主なもの］⃝子ども子育て支援納付金（子育て世帯への支援制度）……………… 830万円

承認

承認

同意
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議案等 件名
賛否の意思表示 議決

月日 議決結果原
口
清
水
中
村
小
玉
前
原
進
藤
𠮷
原
前
田柳

益
山
木
村
有
留

陳　情
第1号

義務教育費国庫負担制度負担金の引き上
げをはかるための、2027 年度政府予算
に係る意見書採択の陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.6.19
採択

解説 陳情者 （敬称略）：中村 剛

発　委
第1号

義務教育費国庫負担制度負担率の引き上
げをはかるための、2027年度政府予算
に係る意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.6.19 原案
可決

陳　情
第2号

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を
はかるための、2027 年度政府予算に係
る意見書採択の陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.6.19
採択

解説 陳情者 （敬称略）：中村 剛

発　委
第2号

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を
はかるための、2027 年度政府予算に係
る意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − R8.6.19 原案
可決

議　案
第 37 号

令和 8年度肝付町一般会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ − R8.6.19

原案
可決解説 1,448 万円を追加し、総額を 105 億 2,407 万円とする

［主なもの］⃝ �5 月 27日豪雨・台風 6号・6月 7日豪雨により被災した箇所の復旧工事や
修繕のための補正

※賛否の表示は、○：賛成、×：反対となっています。
※議長には、表決権がありません。
※各議案（案件名）の「～について」は、省略しています。

令和８年 第２回臨時会及び第２回定例会中における定例会・委員会等の出欠状況

日　　付 会議名
出欠状況

原
口

清
水

中
村

小
玉

前
原

進
藤

𠮷
原

前
田 柳 益

山
木
村

有
留

令和8年5月1日

臨時会（初日：議案審議など） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議会運営委員会 ◯ ◯ − − ◯ ◯ ◯ − − ◯ ◯ ◯
総務・文教委員会 ◯ − ◯ ◯ − − ◯ ◯ − − ◯ −
産業・福祉委員会 − ◯ − − ◯ ◯ − − ◯ ◯ − ◯
議会広報委員会 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ − − − − − ◯ −
全員協議会 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

令和8年 6月 1日 議会運営委員会 ◯ ◯ − − ◯ ◯ ◯ − − ◯ ◯ ◯
令和8年6月2日 全員協議会 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
令和8年6月5日 定例会（初日：議案審議）　 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

令和8年6月8日 産業・福祉委員会 − ◯ − − ◯ ◯ − − ◯ ◯ − ◯
総務・文教委員会 ◯ − ◯ ◯ − − 欠 ◯ − − ◯ −

令和8年 6月 11日 定例会（2 日目：一般質問） ◯ ◎ ◯ ◯ ◯ ◎ 欠 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯

令和8年6月12日
定例会（3 日目：一般質問） ◯ ◯ ◯ ◎ ◯ ◯ 欠 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯
全員協議会 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議会広報委員会 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ − − − − − ◯ −

令和8年6月17日 議会運営委員会 ◯ ◯ − − ◯ ◯ ◯ − − ◯ ◯ ◯

令和8年 6月 19日
定例会（最終日：議案審議など） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
全員協議会 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
傍聴者との意見交換会 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

令和8年 6月 29日 議会広報委員会 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ − − − − − ◯ −

※欠席の理由：𠮷原議員（体調不良）本人届出のとおり。
◆委員会構成（太字：委員長）
　総務・文教委員会：𠮷原・小玉・原口・中村・前田・木村（6名）
　産業・福祉委員会：進藤・益山・清水・前原・柳・有留（6名）
　議会広報委員会：前原・清水・原口・中村・小玉・木村（6名）
　議会運営委員会：益山・清水・原口・前原・進藤・𠮷原・木村（7名）
※「−」は所属外
※「◎」は一般質問者
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66 人が問う人が問う

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求めること。
　掲載内容・写真等については、それぞれの質問者の責任においてまとめ、議会広報委員会が編集したものです。

☆YouTube『肝付町議会』第２回定例会　中日①～③でご視聴できます。

木
き

村
むら

　實
じつ

馬
ま

 議員

・�自主財源向上策について

P. ９
進
しん

藤
どう

　鈴
すず

子
こ

 議員

・指定ごみ袋の見直しについて
・家庭の剪定枝葉の収集について
・福祉タクシー券について

P. 10

益
ます

山
やま

　二
じ

郎
ろう

  議員

・学校問題について

P.14

※�二次元コードから各議員の一般質問の動画を閲覧できます。

柳
やなぎ

　一
かず

夫
お

  議員

・中山間地の荒廃の防止について
・農業振興センターのハウスの状況について

P.13

清
し

水
みず

　幸
こう

祐
すけ

 議員

・�わが町の現状認識と、地域の状況を好
転させるための町長の政治姿勢について

P. 11
小
こ

玉
だま

　秀
ひで

行
ゆき

  議員
P. 12

・選挙の投票率について
・町からの情報発信について
・住みたい田舎ランキング入りについて
・観光地のトイレ整備について
・指定ごみ袋の供給について
・図書館の整備について
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一
般
質
問

た
河
川
が
大
小
相
当
数
存
在
す

る
そ
う
で
あ
る
。
日
置
市
に
お

か
れ
て
は
、
行
政
機
構
の
中
に

地
域
共
創
課
を
設
置
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
取
り
組
み
で
総
事
業

費
７
億
円
の
４
分
の
３
を
環
境

省
の
交
付
金
で
賄
う
日
置
市
が

整
備
中
の
神
之
川
太
田
水
力
発

電
所
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
が
、
町
長
は
こ
の
日
置
市
の

取
り
組
み
を
本
町
の
取
り
組
み

と
照
ら
し
合
わ
せ
た
時
ど
の
よ

う
な
感
想
を
持
た
れ
た
か
伺
う
。

問
今
日
ま
で
私
な
り
に
自
主

財
源
・
ふ
る
さ
と
納
税
を

含
む
確
保
の
あ
り
か
た
を
質
問
し

て
き
た
が
、
今
回
は
行
政
・
未
来

商
社
そ
ら
ま
ち
・
議
会
・
商
工
会

（
民
間
企
業
等
）
が
連
携
し
た
官

民
共
創
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
政
策
の

提
言
を
行
い
た
い
。

答
ご
指
摘
の
通
り
地
方
交
付

税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
に
あ
っ
て
も
、
現
在
の
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
更
な
る
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
自

主
財
源
の
確
保
が
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
実
現

に
向
け
た
可
能
性
を
研
究
し
て

い
く
。

問
官
民
連
携
で
協
働
し
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
強
み
を
発

揮
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
町
内

に
は
民
間
企
業
に
よ
る
４
か
所

の
小
水
力
発
電
所
が
稼
働
し
て

い
る
。
コ
ン
サ
ル
会
社
情
報
で

は
、
本
町
内
河
川
に
は
小
水
力

発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

答
民
間
事
業
者
に
よ
る
小
水

力
発
電
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
固
定
資
産
税
や
協
力
金

と
い
う
形
で
本
町
の
自
主
財
源

に
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
日

置
市
の
記
事
に
つ
き
ま
し
て
は

拝
読
し
た
。
地
元
企
業
や
金
融
機

関
が
主
体
的
に
参
画
し
、
地
域
一

体
と
な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環

の
体
制
が
構
築
さ
れ
る
点
に
お

い
て
、
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
先

進
事
例
で
あ
る
と
受
け
止
め
て

い
る
。
木
村
議
員
か
ら
は
、
継
続

的
に
自
主
財
源
を
テ
ー
マ
と
し

た
提
言
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
本

町
に
秘
め
ら
れ
た
多
種
多
様
な

事
業
の
掘
り
起
こ
し
が
本
町
に

と
っ
て
真
に
実
効
あ
る
振
興
策

と
な
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議

検
討
を
進
め
て
い
く
。

本町の自主財源向上策として、行政・未来商社
そらまち・議会・商工会（民間企業等）が連携
した官民共創構築で地域資源等を活かす多種多
様な政策推進を。

本
町
の
自
主
財
源
向
上
策

［
町
長
］
関
係
機
関
と
協
議
検
討
す
る

木村 實馬 議員

▲ 岸良発電所

▲ 閉校の教室を利用した陸上養殖のようす
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◎�

指
定
ご
み
袋
の
見
直
し
に
つ
い
て

◎�

剪
定
枝
葉
の
収
集
に
つ
い
て

◎�

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て

★
重
度
障
が
い
者
の
受
診
は
困

難
で
す
。
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
を

越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

寄
り
添
っ
た
支
援
を
要
請
す
る
。

一
般
質
問

問
家
庭
の
剪
定
作
業
で
出
る
枝

葉
な
ど
、
ご
み
袋
に
収
容
で

き
な
い
も
の
は
後
始
末
が
で
き
ず

困
っ
て
い
る
。収
集
は
で
き
な
い
か
。

答
指
定
の
ご
み
袋
に
収
容
す
れ

ば
収
集
可
能
で
あ
る
。
た
だ

し
、
直
径
15
㎝
長
さ
50
㎝
以
内
と
す

る
。問

枝
や
竹
は
焼
却
せ
ず
粉
砕
機

で
堆
肥
化
す
れ
ば
重
要
な
資

源
と
な
る
。
地
域
一
体
と
な
っ
て
持

続
可
能
な
資
源
化
に
取
り
組
め
な

い
か
。

答
堆
肥
化
に
限
ら
ず
木
や
竹
の

粉
砕
を
活
か
し
た
防
草
対
策

や
、
乳
酸
菌
発
酵
で
土
を
元
気
に
す

る
竹
パ
ウ
ダ
ー
、
畜
舎
の
敷
料
と
し

て
の
竹
チ
ッ
プ
な
ど
、
持
続
可
能
な

取
り
組
み
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

進藤 鈴子 議員
剪定枝葉や竹の資源化、地域一体となった持続
可能な取り組みを提案。
重度障がい者に寄り添った支援を求める。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
単
独
助
成
制
度
へ

［
町
長
］
現
時
点
で
は
現
行
の
制
度
を
継
続
す
る

問
中
東
情
勢
の
悪
化
に
伴
い

ナ
フ
サ
の
調
達
難
で
指
定

袋
も
値
上
げ
さ
れ
た
。
家
計
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
安
い
市
販
の
も

の
に
替
え
ら
れ
な
い
か
。

答
市
販
の
も
の
で
は
、
収
集

の
際
、
袋
が
破
れ
た
り
、

ご
み
が
周
辺
に
飛
び
散
る
可
能

性
も
あ
り
、
収
集
体
制
そ
の
も
の

に
影
響
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

し
い
。
今
後
の
周
知
方
法
が
課
題
で

は
な
い
か
。

答
広
報
誌
と
更
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
た
周
知
活
動
の
取
り
組
み

に
努
め
る
。

問
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
助
成
制
度
を

実
施
し
て
る
が
温
泉
券
に
一
体

化
し
た
の
は
何
故
か
。

答
昨
年
の
10
月
、
年
度
途
中
か
ら

の
開
始
の
た
め
、
温
泉
券
と
共

有
す
る
こ
と
で
迅
速
的
と
判
断
し
た
。

問
温
泉
券
と
切
り
離
し
た
助
成
支

援
は
で
き
な
い
か
。

答
現
時
点
で
は
現
行
の
制
度
を
継

続
す
る
。
今
後
の
利
用
状
況
や

財
源
の
精
査
、
他
の
助
成
事
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
等
を
検
証
し
た
の
ち
総
合

的
に
判
断
す
る
。

問
タ
ク
シ
ー
券
助
成
の
認
知
度
が

低
く
高
齢
者
の
広
報
確
認
も
難

剪
定
枝
葉
の
現
状
の

ま
ま
で
の
収
集
を

指
定
ご
み
袋
代
の

負
担
軽
減
を

［
町
長
］�

市
販
の
袋
は
、

破
損
な
ど
が
予

想
さ
れ
る

［
町
長
］�

袋
に
収
容
し
、

袋
の
破
損
時
は

紐
で
束
ね
る

▲ 広報「きもつき」4 月号
18 ページ掲載記事

町内の
福祉タクシー

▲
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◎�

人
口
減
少
へ
の
危
機
感
と
根

本
的
な
原
因

◎�

民
間
活
力
の
限
界
と
行
政
の

主
体
的
な
関
与

◎�

国
へ
の
積
極
的
な
財
政
支
援

の
要
望
と
情
報
発
信

一
般
質
問

地域の灯が消えゆく危機感の中、ただ縮小を
受け入れるのではなく、町による直接雇用と
国への財政要求という手段で、この町を次世
代へ手渡すための道筋を問いました。

清水 幸祐 議員

問
人
口
減
で
市
場
が
縮
小
す

る
地
方
で
は
、
利
益
前
提
の

民
間
活
力
や
官
民
連
携
だ
け
で
は

地
域
機
能
を
維
持
で
き
な
い
。
行

政
が
公
的
雇
用
を
創
出
す
る
な
ど
、

よ
り
主
体
的
に
地
域
の
イ
ン
フ
ラ

や
担
い
手
確
保
に
直
接
関
与
す
る

仕
組
み
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
民
間
活
力
だ
け
で
の
解
決
に

限
界
が
あ
る
と
の
認
識
は
完

全
に
一
致
し
て
い
る
。
町
は
こ
れ
ま

で
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
域
商

社
「
そ
ら
ま
ち
」
を
設
立
し
、
町
主

体
で
稼
げ
る
体
制
構
築
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
採
算
が
合
わ
ず
民
間
が
撤

退
す
る
生
活
イ
ン
フ
ラ
事
業
は
国
の

助
成
も
活
用
し
「
そ
ら
ま
ち
」
が
担

う
等
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
覚
悟
だ
。

問
国
の
財
政
規
律
を
理
由
と

し
た
投
資
抑
制
が
結
果
的

に
地
方
衰
退
を
招
い
て
い
る
。
従

来
の
要
望
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
へ

積
極
的
な
財
政
出
動
や
制
度
改
革

を
強
く
迫
る
必
要
が
あ
る
。
全
国

の
首
長
と
連
携
し
て
国
へ
働
き
か

け
、
そ
の
過
程
を
適
宜
町
民
に
共

有
し
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

答
地
方
へ
の
財
源
配
分
拡
充

や
過
疎
対
策
の
強
化
が
必

要
で
あ
る
と
の
考
え
は
同
じ
だ
。

こ
れ
ま
で
も
地
方
交
付
税
の
安

定
確
保
等
を
再
三
要
望
し
て
き
た

が
、
今
後
は
集
落
崩
壊
の
危
機
を

示
す
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
突
き
つ

け
、
国
や
県
へ
よ
り
一
層
強
く
働

き
か
け
て
い
く
。
情
報
発
信
の
不

足
も
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
町
民
へ
の
発

信
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
。

国
へ
の
財
政
要
求
と
情
報
共
有

［
町
長
］
一
層
強
い
要
望
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信

問
２
０
５
０
年
に
町
内
人
口

が
約
半
数
の
７
，５
０
０
人

に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
中
、
地
域

経
済
や
医
療
、
イ
ン
フ
ラ
等
あ
ら

ゆ
る
機
能
が
連
鎖
的
に
崩
壊
す
る

こ
の
現
実
に
ど
う
向
き
合
う
か
。

町
長
の
危
機
感
と
人
口
減
少
の
根

本
要
因
へ
の
認
識
を
伺
う
。

答
議
員
と
全
く
同
じ
強
い
危

機
感
を
共
有
し
て
い
る
。

地
方
小
規
模
町
村
の
人
口
減
少
は

全
国
共
通
の
課
題
だ
が
、
本
町
で

人
が
減
る
最
大
の
理
由
は
「
働
く

場
所
が
な
く
町
外
へ
出
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
」
だ
。
移
住
定
住
や
子

育
て
支
援
等
の
施
策
の
成
果
を
検

証
し
、
必
要
な
見
直
し
を
躊
躇
な

く
行
い
全
力
で
取
り
組
む
。

人
口
減
の
危
機
感
と

原
因

民
間
の
限
界
と
行
政

主
体
の
直
接
雇
用

［
町
長
］�

危
機
感
共
有
と

雇
用
不
足

［
町
長
］�

町
主
体
で
生
活

を
守
り
抜
く

町長へ求めた国への働きかけと情報発信の約束

主要国と日本の地方公務員数比較（人口1,000人あたり）

働きかけ（要求内容） 対象・連携先 目的・ねらい

①�地方交付税の
増額要求

総務省
「意見の申出
制度」の活用

公的雇用やインフラ
維持の財源確保を直
接・公式に要請

②�国への意見書
の提出

町村会
鹿児島県・全国
の首長と連携

地方の厳しい現実
を訴え、地方への
積極財政を連携し
て求める

③�取組状況の
SNS発信

町公式 SNS
（町公式メディア）

上記の要望過程を
町民へ適宜共有し、
町の未来に向けた
機運を高める（町
長が実施を約束）

国名 地方公務員数

ド イ ツ 51.7人

アメリカ 49.5人

フランス 46.4人

日　 本 28 .1 人
※�出典：内閣人事局公表資料（2022

～ 2023 年時点データ）

公的な支えの確保が急務
　日本の地方公務員数は、
主要国と比較して非常に少
ない水準にあります。
　これまで様々な分野で民
営化が進んだ背景があり、
採算や効率だけでは地域を
支えきれない現実も見えて
くる中、人口減少が進む地域
社会の基盤を維持するため
には、今後どのように公的な
支えを確保していくかが大き
な課題となっています。
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一
般
質
問

問
投
票
所
削
減
の
影
響
、
立
候

補
者
説
明
会
の
日
程
の
前
倒

し
、ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
の
適
正
配
置
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
候
補
者
情

報
の
公
開
を
求
め
る
。

答
若
者
の
投
票
離
れ
や
一
部
の

地
区
で
の
投
票
率
の
低
下
は

見
受
け
ら
れ
た
。
次
回
か
ら
日
程

の
1
か
月
前
倒
し
や
掲
示
板
配
置

の
見
直
し
を
検
討
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
の
活
用
も
研
究
し
て
い
く
。

問
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

日
が
古
い
も
の
が
散
見
さ
れ

る
。
肝
付
町
公
式
ラ
イ
ン
の
活
用
拡

大
を
提
案
す
る
。

答
年
度
末
に
一
斉
点
検
を
行
う

等
の
ル
ー
ル
を
導
入
し
常
に

小玉 秀行 議員
４月の議員選挙の結果を受けた投票率向上策や
町からの情報発信、住みたくなる町、移住促進、
観光整備、ごみ袋問題、図書館構想など、町の
将来に関わる幅広いテーマについて

最
新
版
を
提
供
す
る
。
肝
付
町
公

式
ラ
イ
ン
の
画
面
を
一
新
し
、「
防

災
・
ご
み
・
子
育
て
・
観
光
・
町
政
」

等
の
情
報
が
す
ぐ

に
閲
覧
で
き
る
準

備
を
進
め
る
。

問
雑
誌
の
「
住※
１
み
た
い
田
舎
ベ

ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
子
育

て
・
シ
ニ
ア
世
代
（
６
位
、
８
位
）

が
高
評
価
の
一
方
、
若
者
単
身
部
門

は
ラ
ン
ク
外
だ
っ
た
。
課
題
の
分
析

と
、
地
域
住
民
と
移
住
者
を
つ
な
ぐ

「
キ
ー
マ
ン
」の
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

答
医
療
費
窓
口
負
担
無
料
化

等
の
子
育
て
支
援
や
移
住

サ
ポ
ー
ト
の
充
実
が
評
価
さ
れ
た
。

若
者
向
け
に
は
雇
用
の
受
け
皿
や

交
流
の
場
が
不
足
し
て
い
る
。
移

住
者
を
地
域
で
孤
立
さ
せ
な
い
案

内
人
・
キ
ー
マ
ン
の
発
掘
や
組
織
的

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
検
討
す
る
。

問
観
光
客
や
高
齢
者
の
満
足
度

向
上
の
た
め
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

答
新
設
は
洋
式
化
済
み
。
今
後

も
利
用
頻
度
の
高
い
箇
所
を

優
先
し
て
洋
式
化
す
る
。

問
在
庫
確
認
の
方
法
や
、
不
足

と
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答
業
者
へ
定
期
的
に
連
絡
し
、

異
変
を
即
座
に
察
知
で
き
る

体
制
が
あ
る
。
品
薄
時
は
緊
急
措

置
を
速
や
か
に
周
知
す
る
。

問
遊
休
施
設
を
活
用
し
、
学
習

室
や
カ
フ
ェ
等
を
備
え
た
複

合
型
図
書
館
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

答
検
討
委
員
会
に
お
い
て
組
織

横
断
的
に
議
論
を
進
め
る
。

単
な
る
本
の
提
供
に
留
ま
ら
ず
、

多
世
代
が
交
わ
る
本
町
の
身
の
丈

に
合
っ
た
新
し
い
図
書
館
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
。

町
議
会
選
挙
の
総
括

と
投
票
率
向
上
策

［
町
長
］�

投
票
率
向
上
の
た

め
、
対
策
を
進
め
る

情
報
の
最
新
化
と

公
式
ラ
イ
ン
の
活
用

［
町
長
］�

町
民
へ
最
新
の
情
報

を
提
供
し
て
ゆ
く

に
ぎ
わ
い
創
出
と

移
住
定
住
の
促
進

［
町
長
］�

若
者
、
移
住
者
へ
の

支
援
を
進
め
る

観
光
客
、
高
齢
者
向

け
の
ト
イ
レ
整
備

［
町
長
］�

利
用
頻
度
の
高
い
も

の
を
洋
式
化
す
る

町
指
定
の
ご
み
袋
の

安
定
供
給

［
町
長
］�

管
理
を
確
実
に
、
不

足
時
は
迅
速
対
応

「
多
世
代
交
流
型
図
書

館
」
の
整
備

［
教
育
長
］�

検
討
委
員
会
に
て
具

体
的
に
検
討
す
る

※
１�　
出
版
社
「
株
式
会
社 

宝
島
社
」
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一
般
質
問

答
中
山
間
地
域
等
支
払
制
度

は
、
傾
斜
地
が
多
く
生
産

条
件
の
不
利
が
あ
る
農
業
生
産

活
動
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も

の
だ
が
、
主
な
変
更
点
は
三
点
。

一
、
地
域
計
画
と
の
調
整
を
図

る
た
め
農
振
農
用
地
区
内
か
つ

地
域
計
画
域
内
に
見
直
し
。
二
、

複
数
の
集
落
協
定
間
で
の
連
携
。

三
、
共
同
化
な
ど
行
う
場
合
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
ラ
ジ
コ
ン

や
ド
ロ
ー
ン
等
の
ス
マ
ー
ト
農

業
加
算
。
持
続
可
能
な
体
制
を

構
築
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
く
。

問
中
山
間
地
域
等
支
払
制
度

は
、
提
出
書
類
が
多
く
難

し
い
。
町
で
手
伝
い
等
は
で
き

な
い
か
。

答
行
政
が
事
務
を
丸
抱
え
す

る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
活
動
組
織
の
事

務
作
業
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
対
応
す
る

と
共
に
国
や
県
に
事
務
負
担
軽

減
を
要
望
し
て
い
く
。

問
農
地
面
積
を
調
べ
交
付
額

の
計
算
、
試
算
は
で
き
な

い
か
。

答
農
地
の
情
報
が
あ
れ
ば
詳

細
な
試
算
額
は
お
示
し
で

き
る
。

問
人
口
減
少
に
高
齢
化
、
中

山
間
地
を
今
後
ど
う
対
応

し
て
い
く
と
考
え
る
か
。

答
耕
作
放
棄
地
は
深
刻
な
課

題
で
あ
る
。
地
域
の
声
を

聞
き
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

問
中
山
間
地
を
持
続
さ
せ
て

い
く
た
め
の
方
策
は
考
え

て
い
る
か
。

答
国
の
支
援
事
業
制
度
を
丁

寧
に
説
明
し
事
業
実
施

に
向
け
協
議
し
て
い
く
。
農
業

面
だ
け
で
な
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
や
景
観
作
物
の
植

栽
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
定
住

促
進
な
ど
関
係
機
関
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
総
合
的
な
施
策

を
展
開
し
て
い
く
。

問
荒
廃
地
を
防
ぐ
た
め
国
の

支
援
事
業
を
進
め
て
い
く

と
の
考
え
で
す
が
、
こ
の
事
業

は
新
た
な
制
度
に
変
更
さ
れ
た

と
思
う
が
。
中
山
間
地
域
に
沿
っ

た
変
更
点
が
あ
る
の
か
。

問
地
域
農
業
活
性
の
た
め
研

修
制
度
が
あ
る
。
そ
れ
を

経
て
独
立
さ
れ
た
方
は
何
名
か
。

答
19
名
で
す
。
地
域
農
業
の

担
い
手
と
し
て
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
。

問
独
立
後
の
状
況
把
握
は
。

又
修
了
後
は
何
年
ぐ
ら
い

指
導
助
言
さ
れ
て
い
る
か
。

答
栽
培
状
況
を
確
認
す
る
と

共
に
、
８
年
ぐ
ら
い
相
談

に
応
じ
て
い
る
。

柳 一夫 議員
中山間地の人口減少や荒れる田畑。先々を危
惧する。再生への道は。地域の活性化、町の
発展へとつながっていく。

中
山
間
地
を
持
続
さ
せ
て
い
く
方
策
は

［
町
長
］
国
の
支
援
事
業
を
丁
寧
に
説
明
し
協
議
す
る

使
用
さ
れ
て
い
な
い
研
修
ハ
ウ
ス
が
あ
る
の
で
は

［
町
長
］
経
営
実
証
を
目
的
に
貸
し
出
し
、
有
効
利
用
を
図
る

▲ 再耕を待つ耕作放棄地

▲ 収穫後の農業研修ハウス
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▲ 波野小学校

一
般
質
問

問
不
登
校
生
数
の
推
移
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
文
科
省
定
義
上
の
対
象
者

は
若
干
名
い
る
。
前
年
対

比
、
小
学
校
は
増
加
、
中
学
校
は

減
少
で
あ
る
。

問
ケ
ア
は
十
分
か
。

答
「
不
登
校
支
援
室
き
ら
っ

と
」
を
設
置
し
対
応
し
て

い
て
有
資
格
者
に
よ
る
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

問
「
不
登
校
支
援
室
き
ら
っ

と
」
の
運
営
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
現
在
は
運
営
可
能
。

問
手
厚
い
対
応
を
求
め
る
が
。

答
利
用
者
の
増
や
諸
事
情
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
。

問
紙
の
教
科
書
と
デ
ジ
タ
ル
教

材
を
使
っ
て
い
る
が
、
学
力
向

上
の
面
か
ら
効
果
は
ど
の
程
度
か
。

答
デ
ジ
タ
ル
教
材
は
効
果
が
あ

る
と
評
価
す
る
。

問
教
材
の
更
新
は
適
切
に
実
施

し
て
い
る
の
か
。

答
更
新
時
期
は
滞
り
な
く
進
め

て
い
る
。

問
全
国
に
比
べ
本
町
の
学
力
レ

ベ
ル
は
ど
う
か
。

答
点
数
は
公
表
し
な
い
。
一
部
教

科
は
上
回
る
が
、
国
語
が
下

回
っ
て
い
る
。

問
対
策
法
は
。

答
校
長
会
で
改
善
策
を
指
示
し

て
い
る
。

益山 二郎 議員
子どもたちや親の方々の御意見の中に様々な問
題が浮かび上がってくる。現状の中や、次世代
に渡る事柄など多岐にわたる。今回は４点に絞
り議論してみた。

部
活
動
は
ど
う
な
る

［
教
育
長
］
親
と
生
徒
に
対
し
、
情
報
提
供
を
進
め
た
い

波
野
小
、
波
野
中
の
学
校
再
編
は

［
教
育
長
］
令
和
９
年
４
月
を
目
途
に
進
ん
で
い
る

問
県※

教
委
は
６
年
後
に
地
域
ク

ラ
ブ
へ
移
行
す
る
こ
と
を
目

指
す
と
あ
る
。
本
町
で
は
こ
れ
に
関

す
る
情
報
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

子
ど
も
も
親
も
理
解
し
て
い
な
い
。

情
報
を
積
極
的
に
出
す
べ
き
で
は
。

答
情
報
不
足
が
あ
り
、
早
急
に

検
討
し
進
め
て
い
き
た
い
。

問
再
編
は
地
区
か
ら
の
要
望
と

考
え
て
良
い
か
。

答
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

問
文
科
省
ス
ポ
ー
ツ
庁
主
導
で

進
め
ら
れ
て
い
る
部
活
動
の

地
域
展
開
。
現
状
を
問
う
。

答
地
域
移
行
の
協
議
会
を
設
置

し
検
討
中
。
部
活
動
の
枠
組

み
を
維
持
し
つ
つ
地
域
に
手
助
け
を

し
て
も
ら
う
形
で
地
域
連
携
を
進
め

ら
れ
な
い
か
提
案
し
て
い
る
。

問
波
野
小
、
中
学
校
の
再
編
に

つ
い
て
目
途
は
。

答
本
年
３
月
に
両
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
再
編
要
望
書
が
出
さ
れ
た
。

令
和
９
年
４
月
に
向
け
再
編
準
備
委

員
会
を
設
置
し
、
諸
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問
波
野
校
区
の
方
々
に
は
、
今

回
の
決
断
に
対
し
敬
意
を
表

し
た
い
。
地
域
民
の
方
も
御
理
解
い

た
だ
い
て
い
る
の
か
。

答
地
域
の
総
意
は
い
た
だ
い
て

い
る
と
考
え
る
。

※�　
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

教
科
書（
紙
、デ
ジ
タ
ル
）に
つ
い
て

［
教
育
長
］�

効
果
が
あ
る
と
評
価
す
る

不
登
校
に
つ
い
て

［
教
育
長
］�「
不
登
校
支
援

室
き
ら
っ
と
」

を
設
置
し
対
応

▲ 電子黒板
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傍聴者との意見交換会を実施
　6月19日（金）議会終了後、傍聴者との意見交換会が役場３階の委員会室で行われました。
　下記は、意見交換会時の意見になります。（一部を掲載しています。）

⃝新人議員の誕生により議会の雰囲気が変わることを期待している。
　また新人議員の一般質問を聞いてとても勉強されていると感じた。
　今後も更なる躍進を期待したい。
⃝一般質問で、選挙の投票率向上と掲示板の設置改善を訴えていたが、他にも掲示板の設置場所が道路
の角にあり、見えにくいのもあるので改善が必要と感じた。

⃝不登校の問題については「不登校支援室 きらっと」の設置など、少しずつではあるが是正されている
ことに納得ができた。

⃝異常気象が多い中、防災の観点から危険箇所調査に基づき、災害の予防対策ができないのか疑問に思
う。

⃝全議員で情報を共有して新しい風を吹かせてほしい。
　現職議員は新人議員に情報共有していただければあ
りがたい。

⃝高山温泉ドームの利用促進について、入浴料や年間
会費の料金の見直しも必要ではないか？施設を維持
するために住民の負担がもう少しあっても良いと考
える。

⃝やぶさめ館の駐車場を利用する時、遠い駐車場に案
内されて不便だった。また、喫煙場所や、駐車場の
ラインが不鮮明なので改善して欲しい。

　�� 議員研修会について報告いたします

▲ 5 月 13 日（水）　町村議会議員研修会 ▲ 5 月 14 日（木）肝属・曽於郡議員研修会

議
員
の
活
動 日時 研修項目 研修詳細 場所 参加人数

５月 ８日（金）・Chromebook操作・AI活用研修
・肝付町のDXを考える研修会
　（GWS・データ・生成AI） 第２・３委員会室 11名

５月13日（水）町村議会議員研修会 ・ハラスメントのない議会を目指して
・激動の国際情勢と日本の安全保障

ホテルウエルビュー
かごしま 12名

５月14日（木）新議員研修会
・議会の使命と議員の職責
・定例会・臨時会
・議会における議員の発言等

市町村自治会館 ４名

５月14日（木）肝属・曽於郡議員研修会
・�議会運営に関する一般的な事例等
について マリンパレスかごしま ８名

６月５日（金）パソコン操作研修会
・�オンライン会議・様式等ダウンロー
ドの方法・検索方法・メール受信
の確認・本会議における
・GoogleMeetの使用方法など

議場 6名

▲傍聴者との意見交換会のようす
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「傍聴者のこえ」「傍聴者のこえ」

志高いベテラン議員とやる気に満ちた新人
さんたちが切磋琢磨され、少数精鋭と呼ば
れる議会議員活動を目指してください。

新人議員の皆さまへ多くの方々の信任を得て選出
されたという重責から何かを言わなければという思
いにかられてしまうことがあるかもしれません。議
員の価値は、質問の回数や当選回数ではありません。

町政は車の両輪であるという質
問はとても良かったです。その
気持ちをいつまでも持ち続けて
いただきたいと思います。

町政の発展のために、時には寄
り添い、時には議論をして同じ
目標に向かって邁進しましょう。

定数12名になり質問の機会がありま
す。是非年１回以上の質問をしてくだ
さい。同じことを言わないでください。
町の問題はたくさんあります。

国への予算要求は町の事
業目的を持った財源である
べき、今ひとつ説明が欲し
かった。

財源確保のため財政問題
についての質問を期待し
ます。

傍聴者の数　延べ人数　49 名

６月定例会
第２回５月臨時会　/18名

６月	 5日/	 4名	 ６月	11日/	12名
６月	12日/	 7名	 ６月	19日/	 8名（ ）

※�議会中の傍聴意見を掲載しました。

新・元議員３名の質問、よく調査
された質問でした。今後の活躍を
期待します。

第
80
号

　
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
春
４
月
の
改
選
に
と
も
な
い
、
当
議
会
は
４
名
の

新
人
と
１
名
の
元
職
を
迎
え
、
12
名
の
新
体
制
と
し
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
先
般
、
６
月
30
日
付
の
南
日
本
新
聞
の
コ
ラ
ム
「
記

者
の
目
」
に
て
、
本
町
議
会
の
傍
聴
者
意
見
交
換
会
が

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
記
者
の
方
か
ら
は
、
「
住
民

と
の
距
離
を
縮
め
た
い
と
努
力
す
る
姿
は
ど
ん
ど
ん
報

じ
、
応
援
し
て
い
き
た
い
」
と
の
心
強
い
言
葉
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
か
ら
の
「
あ
と
一
歩
踏
み
込

ん
で
ほ
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
耳
の
痛
い
ご
意
見
も
、

議
会
が
襟
を
正
し
、
よ
り
良
い
ル
ー
ル
や
予
算
の
使
い

道
を
議
論
す
る
た
め
の
大
切
な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
皆
様
か
ら
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
暮
ら

し
に
結
び
付
く
議
会
の
姿
を
こ
の
広
報
紙
を
通
じ
て
も

れ
な
く
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
広
報
委
員
一
同
、
よ
り

一
層
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

文
責　
前
原　
和
幸

編
集

後
記

委 

員 

長	

前
原　
和
幸

副
委
員
長	

清
水　
幸
祐

委　
  

員	

原
口　
　
泉

委　

  

員	

小
玉　
秀
行

委　

  

員	

中
村　
か
よ

委　

  

員	

木
村　
實
馬

議
会
広
報
委
員
会


